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株式会社デンテックス

代表取締役　　岸田　好史

本　　　社 兵庫県丹波市柏原町南多田143番地の１

芦田和彦

芦田和彦

連絡先 ＴＥＬ：０７９５－７２－３５５５

ＦＡＸ：０７９５－７２－３５５９

電気設備工事、空調設備工事、電気通信設備工事、OA機器販売

　　

１．会社の概要

（1） 事業所名及び代表者氏名

（2） 所在地

（3） 環境管理責任者及び担当者連絡先

環境管理責任者 統括次長

合計

総従業員 ２７人 ０人 ０人 ２７人

環境管理担当者 統括次長

（４）事業の概要

（５）事業規模

売上高  １１６百万円（2023年6月 ～2023年8月）

本社 ｼｮｰﾙｰﾑ 資材倉庫

延べ床面積 454㎡ 95㎡ 489㎡ 1,040㎡

ー

 二酸化炭素総排出量 kg-CO2 94,776 25112 ー

（６）建設現場等の概要　（2023年6月 ～2023年8月）

元請工事  １７５件

下請工事  　３９件

（７）会計年度  6月～翌年5月

２．主な環境負荷の実績

項　　目 単位
全社排出量

2022年度 2023年6～8月

 廃棄物排出量 トン 8.780 2.800 ー

一般廃棄物 トン 0.360 0.085

 水使用量 ｍ
3 125 31 ー

使用した電力の二酸化炭素排出係数；0.351 kg-CO2/kWh（関西電力、2021年度の調整後排出係数）

ー

産業廃棄物 トン 8.420 2.715 ー

2022年度は基準年度　2023年6～8月は運用期間
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事業活動：電気設備工事、空調設備工事、電気通信設備工事、OA機器販売

対象事業所：本社

　　

【推進組織図】

①代表者として環境経営全般に関して責任と権限をもつ

②環境経営方針を策定し、従業員に周知させる

④資源（人・もの・金）の用意をする

②上記の結果を社長に報告する

①EA21環境経営システムを構築し、文書化し、実行を推進する

②環境への負荷の自己チェックを実施する

③環境への取組の自己チェックを実施する

④環境管理責任者を補佐し、問題点の審議と解決策を立案する

①自部門の環境目標、環境活動計画の達成と実績の把握を行う

②環境方針、自部門の環境目標、環境活動計画を部門全員に周知する

④自部門の教育・訓練を実施する

⑤社内外の環境情報の収集と伝達をする

⑥自部門の緊急事態への準備及び対応の訓練を実施する

①自部門の環境目標、環境活動計画の達成に参画する。

②環境方針、自部門の環境目標、環境活動計画を把握する

③自部門に関連する環境関連法規制等を把握し、順守する

④自部門の教育・訓練の実施に対して参画する

⑤社内外の環境情報伝達を把握する

⑥自部門の緊急事態対応の訓練に参画する

①作業所におけるEA21実行責任者を兼ねる

 ②作業所の環境目標、活動計画の達成と実績の把握を行う

【役割・責任・権限】

役　割　・　責　任　・　権　限

代表者(社長)
③環境経営目標、環境経営レポートを承認する

⑤エコアクション21全体の取組状況に関し評価、見直し・指示を実施する

３．対象範囲（全組織・全活動）

４．推進組織図及び役割・責任・権限

代表者（社長）

  環境管理責任者：芦田和彦

環境委員会
（安全衛生委員会）

総務部 ITS事業部 CE事業部 情報通信事業部

作業所長 作業所長

部門長
③自部門に関連する環境関連法規制等を順守する

作業所長

環境管理責任者

①エコアクション21建設業向けガイドラインの要求事項を満たす環境

経営システムを構築し、実行し、環境面の実績を向上させる

③環境経営レポートの作成・EA21文書類の管理を行う

④環境委員会の委員長としてEMS全般の舵取りを行い、実行を推進する

環境委員会

全従業員
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　　５．環境経営方針

株式会社デンテックス 環境経営方針

我が社は、電気設備工事、電気通信設備工事、空調設備工事、OA機器販売の事業活

動を通して、地球環境と地域周辺の環境保全のために、環境負荷の一層の低減を図るべ

く、全社一丸となって、自主的・積極的に環境保全及び環境経営の継続的改善に努めま

す。

１．当社は下記のとおり、事業活動に伴う環境負荷の低減、並びに工事施工時に

おける環境配慮に努めます。

(1) 電力及び燃料の使用による二酸化炭素排出量の削減

(2) 水使用量の削減

(3) 廃棄物排出量の削減

(4) 環境に配慮した工事の推進

２．関係する環境法規等並びに地元との約束等を遵守します。

３．本方針を全従業員及び協力会社社員に周知し、社外へも公開します。

制定日：2023年 6月 1日

株式会社デンテックス

代表取締役 岸田 好史
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     A) 高効率給湯器（エコ給湯器等）設置、　B)  LED照明の設置

     C)  高効率空調機の設置

kWh

６．環境経営目標

52,376

No. 環境経営目標
基準年度（2022年） 2023年6～8月

目標
2024年度目標 2025年度目標

６～8月実績

12,912
（kg-CO2/kWh） 0.351

-3%

36,785

-2%

37,165

（本社） ※１ （排出係数）

3,018 kg-CO2 2,988 13,045
1

電力使用量の削減 8,598

kg

-1%

8,512

92,880 -3% 91,933

（kg-CO2/ℓ） 2.58

3

自動車燃料使用量の削減 5,598 ℓ

-1%

5,542

-2%

22,809

-3%

22,576

ガソリン （排出係数）

12,987 kg-CO2 12,857 52,916

　 の削減　

（kg-CO2/ℓ） 2.32

4

重機燃料使用量の削減 3,295

7
　一般廃棄物排出量

90

8,167
（排出量の削減）

1,445

-2% 123 -3% 121

-3%

10,328

8,415 26,921 26,646

89 -2% 353 -3% 349

3,262

-2%

-1%

産業廃棄物の削減
1,460 kg -1%

10,434

kg-CO2

-1% 24,260 -2%

8 水使用量の削減 28 ｍ3 -1% 28

-2% 8,252

-1%

ℓ

軽油 （排出係数）

8,500

6

　 の削減

5
二酸化炭素排出量

24,505 kg-CO2

-3%

44

（注）EA21で対象となる化学物質は使用していません

※1 電力の二酸化炭素排出係数：0.351 kg-CO2／kWh（関西電力、2020年度の調整後排出係数）

※2 工事毎の下記の省エネ対策件数を増やす

9
環境配慮が実施された
新築工事件数を増やす
※2

－ 件数 10 42
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全
期

春
期

夏
期

秋
期

冬
期

○ ○

○

○

自動車燃料使用量の削減 ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

７．環境経営計画

2.昼休みの消灯　　　3.不要照明の消灯

（CO2排出量削減） 4.離席時のパソコン電源ＯＦＦ

No. 環境経営目標 環境経営目標の達成手段

スケジュール
実施
体制

(責任者)

1

電力使用量の削減 １.適切な温度に管理する

総務課
担当者

（本社） 

4
二酸化炭素排出量

・NO.1～３ に従う
　 の削減

工事部
責任者

ガソリン 3.法定速度の順守　4.タイヤ空気圧の定期的点検

（CO2排出量削減）

3

重機燃料使用量の削減
軽油

（CO2排出量削減）

1.アイドリングストップの徹底　2.急加速、急発進の防止

工事部
責任者

3.法定速度の順守（トラック）

2

1.アイドリングストップの徹底　2.急加速、急発進の防止

4.相乗りの励行（トラック）

5.タイヤ空気圧の定期的点検

6.過度な負荷をかけないアクセルワーク（重機）

6 　一般廃棄物排出量
　の削減

1.リサイクルを意識した一般ごみの分別

総務課
担当者

2.コピー紙の裏紙使用

3.詰め替え容器のある商品の選択

5 産業廃棄物の削減
（総排出量の削減）

1.建設廃棄物の分別徹底

工事部
責任者

2.不法投棄、不法処分リスクの無い処理業者への委託

3.保管基準の順守

7 　水使用量の削減
1.水の流しっぱなしの防止 総務課

担当者2.節水ステッカー貼付による節水意識の向上

8

環境配慮が実施された新
築工事件数を増やす
（省エネ設備件数が4件
以上を100％とする）

・環境配慮新築工事件数の対象項目は下記のとおり

○
工事部
責任者

A) 高効率給湯器（エコ給湯器等）設置

B) LED照明の設置

C) 高効率空調機の設置
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８．環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価、並びに次年度の環境経営計画

No.
環境経営目標
（環境経営方針

との関連）

環境経営計画に基づき 評価
※２

環境経営計画の実績 次年度の
環境経営計画実施した取組内容 （2023年6月～8月）

1

電力使用量の
削減 （本社）
（CO2排出量

削減）

・昼休みの消灯

◎

単位 kg-CO2

達成状況
※３ 〇

達成状況 ×

・部分消灯及びこまめな消灯 実績 2,784
・空調設定
温度の励行
により削減
できた

・部分消灯及
びこまめな消
灯を励行する

・空調設定温度の励行 目標 2,988

・離席時のパソコンＯＦＦ 達成率 107

3

重機燃料
使用量の削減

（軽油 ）
（CO2排出量

削減）

・アイドリングストップ

◎

単位

・遠方の現
場が増加し
たため

・自覚教育な
どを通じて、
更に意識を徹
底させる

・アイドリングストップ 目標 12,857

・相乗りの徹底 実績 15,704

・適正空気圧の確保 達成率
2

自動車燃料
使用量の削減
（ガソリン ）
（CO2排出量

削減）

・急発進の防止

△

単位 kg-CO2

82

kg-CO2

・アイドリ
ングストッ
プは定着し
た

・引き続き、
作業内容に応
じたアクセル
ワークの習得
に努める

・作業内容に応じたアクセ
ルワークの実施

目標 8,415

実績 6,624

達成率 127

達成状況 〇

4

二酸化炭素
排出量の削減 〇

単位

達成率 97

達成状況 ×

kg-CO2

No.1～
No.3 に記
載

No.1～No.3
に記載

No.1～No.3 に記載 目標 24,260

実績 25,112

5

産業廃棄物
排出量の削減

・建設現場での分別強化

×

単位 kg

達成状況 ×

達成状況 〇

・分別の意
識が浸透し
た

・分別を更に
徹底して金属
くず容器を全
現場に設置す
る

目標 1,445

実績 2,715

達成率 53

・節水意識の
向上の為、朝
礼で適宜啓発

する

7
水使用量の削減

・水の流しっぱなしの防止

△

単位 ｍ３

89

・ミスコ
ピー防止の
為、印刷前
にプレ
ビュー確認
を徹底した

6

一般廃棄物
排出量の削減

・再資源化可
能なものは再
資源化する

・一般廃棄物分別の徹底に
よる再資源化の推進

目標 89

実績 85

達成率 105

・ミスコピーの削減

〇

単位 kg

10

達成状況 ×

・省エネ設備の提案内容

単位

・水の流
しっぱなし
がなくなっ
た

・節水ステッカー貼付 目標 28

・節水意識の向上 実績 31

達成率

実施体制
・実施体制（環境管理責任者、環境委員会並びに各目標ごとに設定された実施責任
者）は有効に機能しており、これを継続する

(1)高効率給湯器

◎

達成率 100

 (2)LED照明

達成状況 〇 (3)高効率空調機

8

環境配慮が実施さ
れた新築工事件数

を増やす
※１

％
・  高効率給
湯器（エコ給
湯器等）設置
台数
・ LED照明の
設置台数
・高効率空調
機の設置台数

・工事におけ
る環境配慮活
動を更に徹底
する

目標 10

実績

　※１ 省エネ設備の提案件数の増加；提案件数（％）＝省エネ対策実施件数/4×100（4件以上は100）

　※２　評価：◎よくできた　○ほぼできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

　※３　達成状況：○目標達成　×目標未達成
7



９．環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無

（１）当社に適用される環境関連法規等の遵守状況

　下記の通り環境関連法規及び条例等を事業所、建設現場ともに遵守しており、違反はあ
りません。また関係当局より違反等の指摘も過去５年間ありません。

適用される法令等 主な遵守すべき内容　※ 遵守状況

1 廃棄物処理法

処理業者との適正な契約並びに業者の許可証有効期限の確認 遵守

マニフェスト伝票の管理（法定記載事項、照合確認、５年間保存） 遵守

廃棄物置場の表示と保管基準の遵守 遵守

マニフェスト交付状況の知事への報告（毎年6月30日までに） 遵守

2
労働安全衛生法

（石綿障害
予防規則）

作業場には、石綿等の使用の有無に関する調査終了日、調査
方法、結果の概要を掲示

遵守

石綿等の除去作業、封じ込め・囲い込みの作業等は事前に所
轄労働基準監督署長に提出

遵守

作業場所の隔離、ろ過集じん方式の集じん・排気装置の使用
などの処置

遵守

作業者以外の立入禁止とその表示 遵守

4
フロン排出

抑制法

空調機の簡易点検（３か月以内ごと）及び廃棄後３年間
までの記録保存

遵守

・廃棄時におけるフロン類の回収依頼書又は委託確認書
の交付
・回収依頼書又は委託確認書並びに充填回収業者が交付
した引取証明書の３年間保存

遵守

3 消防法

防火管理者の選任（工場・倉庫・事務所は50人以上）及び
所轄消防署長への届出

遵守

消火設備の定期点検、消火器の有効期限少量危険物の届出、
点検

遵守

環境関連訴訟等は過去５年間、１件も発生しておりません。

5
自治体との災害時
応援協定

丹波市建設業協会で協定・災害発生時に応援派遣する
（設備・体制）

遵守

※ 紙面の都合のため、主要な遵守すべき内容を抜粋し、簡略的に記載しており、詳細は「環境法規制等一覧表兼順守評
価記録」で管理している

（２）環境関連訴訟等の有無
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10．代表者による全体の評価と見直し・指示

見直し年月日：2023年１０月１２日

作成日　　　：2023年１０月１０日

代表者：岸田　好史

作成者：芦田　和彦

環境経営目標及び環境
経営計画は変更しない

□有り
■無し

その他の
環境経営
システム

・環境負荷の大きな変化 なし

その他の環境経営シス
テムは適切に運用・維
持されており、変更し
ない

□有り
■無し

見直しに必要な事項 環境管理責任者の報告 代表者による評価
変更の
必要性

環境経営
方針

環境経営方針に示された
環境への取組の基本的方
向は現在も適切か

環境経営方針は適切で
ある

環境経営方針は変更し
ない

□有り
■無し

・法規制等の遵守状況 違反はない

・教育・訓練の実施 2023年7月1日

・外部からの苦情や要望 なし

環境経営
目標及び
環境経営

計画

環境経営目標・計画の達
成状況は妥当か
・課題とチャンス、・二
酸化炭素排出量削減、・
廃棄物排出量削減、・水
使用量削減、・製品・
サービの環境性能の向上

【環境経営目標達成状況】
目標８件中４件達成
【評価】
製品・サービの環境性能の
向上については実績もよく
出たが、現場の状況により
達成できないものがあった

・環境経営レポートの作成
と公表、活用状況

2023年度環境経営レポート
は１０月１２日作成

・実施及び運用の適切性 取組み状況に問題なし

・緊急事態への準備状況 2023年8月19日訓練実施

・取組の確認並びに是正処
置の状況

問題点はなかった

代表者の
指示事項

引続き環境意識の向上に努める。特に実績年度は売上の増加が見込まれるが、環境経目
標の達成手段を周知徹底し、排出量等の削減に取り組んでもらいたい。

代表者の
総合評価

環境への意識の向上は出来てきたと思う。個々の項目については、この1年間の状況を
見て判断し、基準値が適正かどうかも検討しながら進めてもらいたい。

実施体制
実施体制は効果的であ
り、変更の必要性はない
か

実施体制は効果的であ
る

実施体制は現状を維持
する

□有り
■無し

前回の代表
者指示事項
のフォロー

アップ
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